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◉ 早稲田大学におけるインターンシップ推進にあたっての基本的な考え方について
「インターンシップを始めとする学生のキャリア形成支援に係る取組の推進に当たっての基本的考え方（文部科
学省・厚生労働省・経済産業省）（以下、「三省合意」という。）」の2022年６月13日付改正を受け、学生のキャリ
ア形成支援における産学協働の取組の類型が再定義されました。

早稲田大学では、学生が学修に専念できる環境の提供を第一としながら、インターンシップの推進にあたって
は、三省合意の基本的な考え方に基づき各種支援を展開してまいります。

出典：�採用と大学教育の未来に関する産学協議会2021年度報告書「産学協働によ
る自律的なキャリア形成の推進」

◆ ご参考 �
キャリア形成の４類型やこれからの人
材に求められることなどを解説した
リーフレット（産学連携協議会作成）
を配布開始しましたので、ぜひ見てみ
てください。
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国際協力機関・海外でのインターンシップ
国際協力機関・海外でのインターンシップを検討している方は下記の外部サイトやキャリアセンターホームページ、「国際
機関・海外でのインターンシップ」（P.25）を参照してください。
また、Waseda�Moodle ＞キャリアセンター提供コンテンツ＞ 6.International�Studentsのページにも求人情報を掲載
しておりますので、そちらも活用してみてください。

◦NPO法人ETIC.（エティック）
　http://www.etic.or.jp/
起業家志向の学生向けに、ベンチャー企業やNPOなどの少数
精鋭の組織で、約半年間にわたって取り組む長期実践型イン
ターンシップ「アントレプレナー・インターンシップ・プログ
ラム」などを実施しています。

◦PARTNER
　http://partner.jica.go.jp/
（運営：独立行政法人国際協力機構　国際協力人材センター）
国際協力キャリア総合情報サイト。インターンを含む、団体種
別ごとの求人情報を掲載。国連機関がインターンを公募する場
合もよく掲載されます。国際協力に携わるためのキャリアパス
についてのメール相談や、セミナーの開催なども行っています。

◦AIESEC
　http://aiesec.jp/
（運営：特定非営利活動法人アイセック・ジャパン）
アイセック・ジャパンは、126の国と地域で活動する世界最大
級の学生組織AIESECの日本支部として、海外インターンシッ
プ事業を運営する学生団体です。

◦外務省国際機関人事センター
　http://www.mofa-irc.go.jp/
国連など国際機関の就職情報を提供する外務省の機関です。

◦ IAESTE�Japan
　http://www.iaeste.or.jp/
（運営：一般社団法人日本国際学生技術研修協会）
1948年の発祥以来、ヨーロッパを中心に活動を続けており、現
在は世界約80余ヶ国にある各委員会が相互に連携し、海外イ
ンターンシップの促進に貢献しています。

◦The�Washington�Center
　https://twc.edu
TWC（非営利組織）は、世界各国の大学生に、提携しているワ
シントンの民間企業や団体、国際機関などでのインターンシッ
プの機会を提供しています。

こんなサイトも参考に！

重  要
MyWasedaで探すインターンシップ情報に関して、キャリアセンターでは各企業・団体への推薦や応募書類の
取りまとめなどの仲介は行わず、募集情報の提供のみを行います。覚書締結、大学の保険加入は致しません。
応募にあたってはプログラム内容等を十分チェックし、自らの責任で就業してください。

自分で探すインターンシップ・仕事体験03
MyWasedaから探す1

その他2

開いた画面の「インターンシップ・１Day仕事研究を
探す」をクリック

3MyWasedaへログイン1

学生生活＞キャリアコンパス「企業・求
人情報照会」をクリック

2

大学に届く企業や団体からのインターンシップ・仕事体験募集情報を、MyWasedaで検索・閲覧することが可能です。早稲
田大学の学生だけが応募できるプログラムが掲載されている場合もあります。
個人でインターンシップ・仕事体験に応募・参加を考えている方は、MyWasedaで情報を検索してみてください。

❷応募方法
各種プログラムへの応募は、各自で直接受入機関へ行います。各機関の募集要項に従って応募してください。

❶閲覧方法　★MyWasedaで検索

就業体験プログラムの種類と探し方02

公認プログラムWIN ➡ P.8
◦ �10日間以上
◦ �国際協力・マスメディア・ビジネスの３コース
◦ �単位認定、事前・事後授業あり
◦ �GECキャリアデザインコース修了要件科目「インター
ンシップ実習」

◦ �タイプ２として実施

キャリアセンターが実施・仲介する就業体験

こんな人に
おすすめ！

・�実際の仕事体験と事前事後学習で
自分のキャリアについて考えたい
・�公認プログラムWINだからこ
そ参加できる就業機関が魅力的
・�大学仲介で安心して体験したい
・�仲間と体験を共有して視野を広げたい
・�授業で学んだ知識を現場で試したい
・�単位修得したい

こんな人に
おすすめ！

・�情報が多すぎて自分ではうま
く選べない。
・�座学よりもとにかく現場での
経験を積みたい。

◦ �省庁・自治体、ビジネス他
◦ �所定の要件を満たす場合、事前に申請することで単位
認定の可能性あり。

◦ �原則タイプ２として実施

提携プログラム ➡ P.22

キャリアセンターホームページ　　MyWasedaお知らせ募 集 告 知

自分で探す（個人で応募・
参加する　　）インターンシップ・仕事体験

◦ �早稲田生限定プログラムあり
◦ �就業先の雰囲気や仕事内容を知ることができる。
◦ �タイプ１～タイプ３まで様々

こんな人に
おすすめ！

・�大学に寄せられた募集情報の
中から選びたい。
・�業種、内容、就業期間などを自
分で選んで自由に応募したい。

MyWaseda ➡ キャリアコンパス ➡ 企業・求人情報照会募 集 告 知

MyWasedaから探すインターンシップ・仕事体験 ➡ P.3

その他の探し方

国際協力機関・海外でのインターンシップ（P.3）情報会社サイト　 企業・団体等HP募 集 告 知
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【お礼状記入例】

� ○○年○月○日
○○（企業・団体名）
○○課　○○○○様

拝啓　時下ますますご清祥のことと、お慶び申し上げます。
この度のインターンシップ実習では、大変あたたかいご指導
をいただきありがとうございました。
今回のインターンシップでは、（学んだこと、感謝の気持ち、感
動したこと等）。
この貴重な経験を今後の大学生活に活かし、また進路の決定
に役立てたいと思います。
大変お忙しい中、就業体験という場を与えていただき、ありが
とうございました。
� 敬具　
� 早稲田大学　○○学部　　　
� 　　氏　名　　　　　　　　

◆ 身だしなみ�
受入機関から服装について指示がある場合は、その指示に従いましょう。清潔感のある、相手に違和感を与えない、実習生とし
て相応しい服装・髪型を心がけましょう。基本的にはスーツが望ましいですが、クールビズ等を実施している場合は、受入担当
者等に相談し、周囲の方々の服装を参考にするとよいでしょう。

◆ �実習中は目的意識を持つとともに、機関の一員としての自覚を持ち、積極的な姿勢で臨みましょう。
また次の点に注意しましょう。 �
• 受入機関の就業規則等を遵守すること。�
• 体調を整え、万全の態勢で臨むこと。
• 誓約書の内容を遵守すること。�
• 遅刻、早退、無断欠勤は慎むこと。
• 実習中に入手した内部情報等を外部に漏洩しないこと。�
• 病気等でやむを得ず欠勤する場合は、必ず始業開始前に受入機関に連絡をすること。
• 時間を厳守すること。� 　
• 感謝の気持ちをもって、真摯に取り組むこと。

◆ 振り返り �
受入機関から報告書の提出が求められていなくても、体験を自分でしっかり振り返ることが大切です。

～学修ポートフォリオを活用しよう～
MyPortfolio（早稲田大学の学修ポートフォリオシステム）を
活用し、参加する前後での自分の変化（働くことや仕事に対す
るイメージ、価値観、気持ちなど）や学んだこと、気づきなどを
言語化し記録することが、今後の成長につながります。

◆ 礼儀を忘れずに �
企業等で行われるプログラムは、通常業務に加え
て特別に行っているものです。参加中も感謝の気
持ちを忘れずにすごしましょう。また終了後は、
すぐに手紙やメールでお礼状を送るなど、感謝の
意を表しましょう。

就業体験プログラムの留意点04
就業にあたっての注意1

◆ プログラム内容の確認 �
インターンシップ・仕事体験には実務経験型やグループワーク型等、さまざまな形式があります。実務の体験を希望する場合
は、実際に仕事ができるプログラムとなっているか内容を確認しましょう。グループワーク型のプログラムの場合、グループ
ディスカッションが中心であったり、受入機関の説明が中心であったりする場合があります。

◆ 個人情報の扱いの確認 �
三省合意（P.1）のキャリア形成支援タイプ別に個人情報の取り扱いが異なっています。タイプ３・４の場合は、インターンシッ
プ参加時の評価・情報が採用選考に申し込んだ際に採用活動に利用されることがありますので、あらかじめ募集要項等で十分
に確認してください。また、タイプ１・２の場合は原則個人情報の採用活動利用は不可となっていますが、別途各企業・団体が
設けるマイページ等の登録を行う際に個人情報の利用範囲の記載がある場合がありますので、応募・登録の際は、ご自身の個
人情報がどのように扱われるのかについて確認をするようにしてください。

◆ 保険への加入 �
インターンシップ・仕事体験に参加する際には、事前にご自身で保険に加入することを強くお勧めします。受入機関によって
は、就業の際に条件として保険加入を指示されることがあります。個人で応募・参加するインターンシップ・仕事体験は、早稲
田大学学生補償制度は適用されません。
保険には次の２種類があります。早稲田大学生活協同組合各店舗でも大学生協の学生総合共済に加入できます。
災 害 傷 害 保 険�…�学生自身が災害や傷害を被った場合に補償されます。
損害賠償責任保険�…��学生が他者の財物に与えた損害および他者へ与えた損害を賠償します。
特に海外でインターンシップを行う方は、通常の海外旅行保険のみでは、就業中の事故は補償されないケースもあり得ますの
で注意してください。また、保険加入の際には補償内容が受入機関の求めている範囲をカバーしているか、事前に受入機関へ確
認してください。

◆ 覚　書 �
受入機関から大学と覚書の締結を求められる場合がありますが、キャリアセンターは、個人で応募・参加するインターンシップ・
仕事体験に関して覚書の締結は行いません。

◆ 推薦状 �
受入機関から推薦状の提出を求められる場合がありますが、キャリアセンターは押印できません。

◆ 大学行事（授業・試験等）との重複 �
授業・試験期間中等に実施されるインターンシップ・仕事体験に応募する場合、大学の試験等との重複があっても考慮されるこ
とはありません。自らの責任で選択してください。

事前・事後学習に役立つセミナー
キャリアセンターで実施・仲介しているプログラムに限らず、就業前後の学習のために下記キャリアセンターの
セミナーを活用してください。なお、これらのセミナーは、Waseda�Moodleで視聴することも可能です。
・社会人の基本セミナー
・フォローアップセミナー

【Waseda Moodleでの視聴方法】
MyWaseda��➡��「Waseda�Moodle」��➡��「キャリアセンター提供セミナー」�
�➡��「就業体験準備講座」

応募・参加にあたって役立つ各種セミナー・資料

◦「おはようございます！」
挨拶は明るく元気に自分から

◦「ありがとうございます！」
いつも感謝の気持ちを忘れずに

◦「失礼します！」
相手、周囲への配慮を心がけ

◦「すみません！」
謙虚に、誠実に

◦ 報告
指示された仕事が終了したら、報告する。
最初に結論、それから経過説明。

◦ 連絡
必要な事項は迅速に連絡する。情報を共有
することがミスやトラブルを防ぐ。

◦ 相談
何か困ったことが起きたら相談する。自己
判断での行動は、トラブルの原因に。

【オアシス】と【ほうれんそう】はビジネスマナーの基本
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行政機関での就業体験に参加するには、大学を通して応募手続きを行う必要があります。希望する就業機関によって、
応募方法や手続きの流れが異なります。応募にあたっては、キャリアセンターのHPで最新情報を確認してください。
参加にあたっては、行政機関と大学は協定書・覚書を交わすため、応募を希望する場合は必ず事前にキャリアセン
ターに確認してください。

行政機関での就業体験に参加するには

地
方
自
治
体

受入機関

中
央
省
庁

学
内
選
考

（
推
薦
枠
あ
り
）

受
入
機
関

（
公
　
募
）

1 2
選　考 実習期間

3 4
プログラム名

受
入
機
関
に
よ
る

B

A

C

D

E
受
入
機
関

自
己
申
請

（
地
方
自
治
体
）

必見！
◎�2023年度に受入を実施しない場合もあります。2023年度の受
入機関については各機関から情報が公開され次第、キャリアセン
ターのホームページでお知らせします。
◎�就業の可否が判明するまで、就業日程が重複する他の機関には応
募できません。

10日間以上の就業体験ができる早大生のためのプログラムA、早大生枠のある地方自治体�B
【募集告知】就業体験プログラムホームページ　　　　【申込先】キャリアセンター

実績 2022年度受入機関　※Aは22年度は公認プログラムWIN、23年度は提携プログラムとして実施
Ａ：板橋区、世田谷区、豊島区、港区、帯広市、糸魚川市、川口市、本庄市、国立市、志木市、美濃加茂市、宇部市、唐津市
Ｂ：新宿区、墨田区、西東京市、武蔵野市、多摩市

提携プログラム（行政・学内選考）A B

公募の地方自治体�C、公募の官公庁�D�
【募集告知】就業体験プログラムホームページ　　　　【申込先】Ｃ：キャリアセンター�※一部行政機関　Ｄ：キャリアセンター

実績 2022年度受入機関
Ｃ：東京都、茨城県、江戸川区、横浜市、所沢市
Ｄ：�総務省、文部科学省、経済産業省、厚生労働省、農林水産省、国土地理院、参議院法制局、国交省関東地方整備局、

女子霞が関、関東財務局、法務省人間科学系、東京法務局人権擁護部、法務省本省、原子力規制庁、参議院事務局、
衆議院事務局、衆議院法制局

［※］一部受入機関は募集サイトから直接web応募となります。受入決定後からは大学を通して書類等の提出を行います。

提携プログラム（行政・公募）C D

出身地等希望する地方自治体
AＢＣＤ以外の行政機関（地方出身で地元の自治体など）で就業を希望する場合は、希望する就業機関をキャリアセンターに申し出てくだ
さい。ホームページによる募集告知はありません。
希望する就業機関にキャリアセンターが学生の就業希望部署、志望理由などをもとに受入が可能か交渉します。
受入が可能な場合、必要書類を作成し、キャリアセンターを通して応募します。（受入機関が選考）

《応募が不可となるケース》
◦�就業体験の受入を実施していない場合　　　◦�募集期間が終了している場合
◦�覚書、協定書の締結ができない場合　　　　◦�希望に沿った条件で調整ができない場合

実績 2022年度受入機関
群馬県、宮城県、静岡県、兵庫県、石川県、高知県、長崎県、八王子市、厚木市、相模原市、秦野市、名古屋市、
静岡市、掛川市、大分市

［注意］直接申込が可能な自治体でも、必ず事前にキャリアセンターに連絡する必要があります。

提携プログラム（行政・自己申請）E

応募手続きの流れ
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インターンシップ報告書

閲覧
方法 ♦�Waseda�Moodle➡キャリアセンター提供コンテンツ➡就業体験プログラム➡インターンシップ報告書

WIN各コースの詳しい実習内容について知りたい方は、過年度の報告書を参考にしてください。WINの実習後
に提出された報告書はWaseda�Moodleで公開します。また、インターンシップ生の受入を検討している機関
に参考資料として提供されることもあります。

キャリアセンター
公認プログラムWIN

大学が実施・仲介するプログラム

12

松居辰則�教授（人間科学学術院）キャリアデザインとしてのインターンシップ

コ ー ス 「国際協力」「マスメディア」「ビジネス」の３コース ＊�今年度「行政」コースは公認プログラムWINとしては
募集停止し、「提携プログラム」として運用いたします。

対　　象 学部生・大学院生（１年生から参加可能なプログラムあり）
本年度の春学期に「インターンシップ講義」（GEC科目）を履修登録している者

就業期間 実働10日間以上※1

就業機関 今年度の受入機関は５月19日に発表予定です。
応　　募 MyWasedaからプレエントリー※2

選　　考 すべてのコースに書類選考、担当教員による面接選考があります。
各コースの指定された関連科目を履修している方が優先されます。

授　　業 インターンシップ講義およびインターンシップ実習として行われる授業に出席・発表等が必須※3

提 出 物 各種手続書類、課題の提出が必須

単　　位 春学期インターンシップ講義１単位〈オンライン授業〉（各自で春学期に履修登録）
秋学期インターンシップ実習（WIN／提携）２単位〈対面授業〉（キャリアセンターで自動登録）※４

※1　調整の結果、受入機関の都合により10日間未満になった場合、別途課題を課し単位認定とみなす場合があります。
※2　�春学期にインターンシップ講義を履修していること、または2022年度にインターンシップ講義の単位修得をしていることがプレエントリー

の前提条件となります。
※3　�授業･セミナーは春学期･秋学期ともに開催され、すべて出席が必須です。欠席した場合、Waseda�Moodleでの視聴により、レポート提出が

必須です。ただし、出席扱いにはなりません。
※4　秋学期に、卒業、留学または休学の予定者は参加できません。

公認プログラムWIN概要01

インターンシップに参加することは、就職に関する方向性を検討し自身の考えや特徴とのマッチングを確認
する上で有益です。そしてさらに、自分自身の将来計画（人生設計）を真剣に考える機会としても重要です。
つまり、インターンシップに参加して「キャリアデザイン」の意味を考え、実践することが重要なのです。
「働くとは何か？」、「何のために働くのか？」、「それは自分の人生設計の中でどのような意味をもつのか？」
について体験を通して真剣に考えるということです。
そのためには、「キャリアデザイン」に関する授業や演習で習得した知識や技術【理論知】を、社会の中での実
践（実働期間の比較的長いインターンシップへの参加）を通してより深いもの【実践知】として獲得し、それを
再び自分の中で理論化（一般化）すること、つまり理論知と実践知の循環を自分の中で構築することが大切です。
公認プログラムWIN（Waseda�INternship）は、「キャリアデザインとしてのインターンシップ」の機会を
提供するプログラムです。WINは大学からの推薦が必要な業種や、個人での応募が難しい職種での就業が可
能で、単位修得の対象となるプログラムです。特に、実働10日間以上の実習と実習に必要な知識・スキルを身
につける事前学習、体験を振り返り将来のキャリアを考える事後学習を組み合わせることで自分のキャリアデ
ザインを思考できるプログラムです。
また、WINに参加することによりGEC（グルーバル・エデュケーション・センター）の『実践型教育プログ
ラム「キャリアデザイン」（P.13参照）』の修了認定を受けるチャンスにもつながります。

選考・推薦
プレエントリー時の記述内容による書類選考および教員によるマッチング面接を行います。更に受入機関
において面接を実施することもあります。海外で実習を行う場合も費用は自己負担です。よく検討したう
えで参加してください。

語学力 希望就業機関により要求されるレベルは異なります。語学力の確認のため、マッチング面接において英語
で実施する場合があります。

就業期間 ２週間（実働10日間）～４週間程度（受入機関により異なる）

受入予定人数 10名程度（2022年度実績：就業者数３名、エントリー者数６名）

担当教員 堀　芳枝　教授（社会科学総合学術院）

指定関連科目 指定科目を履修していると選考の際に優先されます。
また、国際協力コースに関係する科目が学部にある場合は、履修することをお勧めします。

実習中 出勤簿および実習日誌を作成してください。

WIN国際協力コースの受入機関は、JICA国内事務所、NPO、NGOなどです。フェアトレード、難民支援、途上
国支援等、グローバルな視点で社会課題等に取り組む機関のうち、教育プログラムとして機会提供いただける
就業先を開拓しています。ボランティアとは異なる視点で学びを深めるチャンスがあり、国際協力に興味のある
方、グローバルに活躍したい方などに適したコースです。

今このページを開いている方は国際協力に関心があって、途上国のために何かしたい、NGOのスタッフと
して現地に行ってみたい、難民支援をしたい、あるいは援助の政策に関わってみたい、と考えているのだと
思います。その一方で、NGOで働くってどんなことだろうか。そして、どのようにキャリアを積み上げたら
良いのだろうかと不安に思っている方も多いのではないでしょうか。このWINのインターンシップは、そう
した学生さんの夢を実現するためのプログラムです。
国際協力の関わり方は様々です。貧困、ジェンダー、平和構築、フェアトレードなど、分野が多様である
だけでなく、NGO、国際協力支援機構（JICA）、国際機関といったように、国際協力を実施する組織も様々
です。また、現地で実際に活動するだけでなく、現地スタッフを支える仕事もあります。このインターンシッ
プは、自分にはどのような国際協力の分野の仕事が向いているのかを知るきっかけになると思います。そし
て何よりも、実際に国際協力の現場で働いている方々と一緒に仕事をすることは、貴重な体験となると思い
ます。
このプログラムを通して、ぜひ早稲田から国際社会の平和を担う国際協力の現場にチャレンジしていって
欲しいと思います。

国際協力コース担当教員　堀　芳枝�教授（社会科学総合学術院）担当教員からのメッセ
ージ

WIN各コースの概要02-1 国際協力コース

独立行政法人国際協力機構北海道センター（帯広)��
株式会社プレス・オールターナティブ第３世界ショップ
特定非営利活動法人ピースウィンズ・ジャパン
特定非営利活動法人パレスチナ子どものキャンペーン
公益社団法人日本ユネスコ協会連盟�

2022年度 （順不同、就業機関は毎年異なります。）就業機関実績参考
学校法人アジア学院
ピースボート
アルぺなんみんセンターARC
特定非営利活動法人APLA
アーユス仏教国際協力ネットワーク

重要：公認プログラムWINはインターンシップという名称を使用しておりますが、タイプ２「キャリア教育」として運用します。



10 11

第
２
章

大
学
が
実
施
・
仲
介
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

1
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
公
認
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｗ
Ｉ
Ｎ

選考・推薦

プレエントリー時の記述内容による書類選考および教員によるマッチング面接を行います。この選考を通
過してもマッチングによっては必ずしも希望通りの就業機関に推薦されるとは限りません。就業機関につ
いては柔軟な検討が必要です。また、地方や海外の機関で実習を行う場合も費用は自己負担です。よく検討
したうえで参加してください。

就業期間 実働10日間以上

受入予定人数 20名程度（2022年度実績：就業者数７名、エントリー者数８名）

担当教員 野中　章弘　教授（教育・総合科学学術院）

指定関連科目 指定科目を履修していると選考の際に優先されます。
また、マスメディアコースに関係する科目が学部にある場合は、履修することをお勧めします。

実習中 Field�Notesを作成してください。

WINマスメディアコースは、ジャーナリズムやメディアの世界に多くの人材を輩出してきた本学の伝統を生か
したコースです。受入企業は新聞社（記者職）が中心で、大学の授業でジャーナリズムの基礎を学び、報道現場で
より実践的な経験を積みたい方に適しています。毎年、参加者の多くが新聞をはじめとするメディア業界に就職
しているのもこのコースの特徴です。

WIN各コースの概要02-2 マスメディアコース

株式会社中日新聞社
株式会社日刊工業新聞社
信濃毎日新聞株式会社

2022年度 （順不同、就業機関は毎年異なります。）就業機関実績

みなさんの多くは大学を卒業すると仕事に就きますね。どんな基準で仕事を選ぶのでしょうか。自分に合っ
た仕事、生きがいを感じられる仕事、収入の安定した仕事、チャレンジングな仕事……。自分の人生の時間
を何に使えば悔いはないのでしょうか。
私自身は多少の逡巡はありましたけれども、大学を出るとき、迷わずフリーランスのジャーナリストの道
を選びました。歴史的な出来事を自分の眼で目撃して、それを多くの人びとに伝える仕事はとてもエキサイ
ティングなものに思えたからです。また、この仕事を始めてからは、社会に埋もれがちな声なき声に耳を傾
け、その小さな声をみんなに届けることへのやりがい、ある種の「使命感」みたいなものも感じてきました。
おカネのことよりも、おカネに換えられない価値を生み出す仕事の方に強く惹かれていたのですね。その
思いは今も変わりません。
いま情報の発信は新聞、テレビや出版といった伝統的なメディアから、ネットへと移りつつあります。そ
れでも、ジャーナリズムの基本を学べるのは旧来のメディア、殊に新聞だと思います。インターンシップを
通じて、ぜひジャーナリズムの基本とこの仕事の醍醐味や面白さを体験してほしいと願っています。

マスメディアコース担当教員　野中章弘�教授（教育・総合科学学術院）担当教員からのメッセ
ージ

参考

特　色
企業の皆さまのご協力のもと、「社会に出るって？」「働くってどんな感じ？」という初歩的な疑問に答えう
るプログラムを実現。特にベンチャー企業での就業は、独立・独創の精神をもち活躍する起業家たちと身
近に接するチャンスです。

選考・推薦 プレエントリー時の記述内容による書類選考および教員とのマッチング面接で推薦者を決定します。更に
受入機関において面接を実施する場合もあります。

就業期間 実働10日間以上

受入予定人数 30名程度（2022年度実績：就業者数６名、エントリー者数８名）

担当教員 東出　浩教　教授（商学学術院）

履修推奨科目 履修推奨科目の履修が就業の際の理解の助けとなります。また、ビジネスコースに関係する科目が学部に
ある場合は、履修することをお勧めします。

株式会社エービーシー商会
エスイノベーション株式会社
株式会社ディア・ライフ
TASUKI有限責任事業組合
日本オーチス・エレベータ株式会社

2022年度 （順不同、就業機関は毎年異なります。）就業機関実績

WINビジネスコースの受入企業は、一般企業からベンチャー企業まで業種や規模もさまざまです。特にベンチャー
企業は少数精鋭の組織のため、就業中は自身の取り組み次第で新規プロジェクトの立案を任されるなど、大企業で
はできない経験ができる可能性が高くあります。「自分の力を試してみたい」という方の参加をお待ちしています。
また、このコースは1年生からの参加も可能で、多くの受入企業が学年を問わず受入をしてくれています。

WIN各コースの概要02-3 ビジネスコース

皆さんが、生き抜いていかなければいけない“これから”は、間違いなく不確実なものになるでしょう。
予定通り物事が進まない、ということを前提に決断をしていかなくてはなりません。柔軟に対応できるよう
になることも大切ですが、同時に常に学び続けることが重要です。例えば、英語などの知識やスキルを身に
つけることにも取り組まなくてはなりません。しかし、それ以上に自分を磨くために大切なことは、共にプ
ロジェクトに取り組む人たちが、良い‘影響’を与えながら結果を出していくというカルチャーのある組織
に自分を置くことです。
WINビジネスコースでは、大企業やベンチャー企業でのインターンシップなど、様々な種類の企業での経
験をする機会が用意されています。自分の行ってみたいところを感じてみる。それも一つの選択です。また、
大企業を希望はしていても、インターンでは一度ベンチャー企業を体験してみよう。それも良い選択です。
ぜひ、この機会を利用して、自分自身が、どのような広義のリーダーシップ（人に大なり小なり影響を与え
ながら、そこからの結果を振り返ること）を目指しているのかを判断するための軸を作ってみてください。

ビジネスコース担当教員　東出浩教�教授（商学学術院）担当教員からのメッセ
ージ

参考
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◦ �下表の指定科目を2023年度に履修する、または2022年度までに履修した場合、プレエントリーの書類選考時およびマッ
チング面接において、選考上優先されます。

◦ ��指定科目の内容や科目登録方法等については、「全学オープン科目履修ガイド」またはグローバルエデュケーションセンター
ホームページを参照してください。

グローバルエデュケーションセンターホームページ https://www.waseda.jp/inst/gec/

科目名称 教員名 学  期 単位数 配当年次

グローバル社会貢献論 兵藤　智佳 秋クォーター １ １年以上

国際政治学と平和　１・２ 奥迫　元 秋・冬クォーター 各１ １年以上

自分のプロジェクトを経営する 友成　真一　他 春学期 ２ １年以上

ボランティア論　１・２ 兵藤　智佳 春・夏クォーター 各１ １年以上

平和構築入門 山田　満 夏クォーター １ １年以上

平和学Ⅰ 堀　芳枝 春学期 ２ １年以上

各コース指定関連科目03
国際協力・マスメディアコース1

マス
メディア

国　際
協　力

◦指定科目

科目名称 教員名 学  期 単位数 配当年次

ジャーナリズム演習　ベーシック　１・２ 野中　章弘 秋・冬クォーター 各２ １年以上

ジャーナリズム演習　アドバーンスト 野中　章弘 春クォーター ２ ２年以上

ドキュメンタリー論　（映画） 野中　章弘 春クォーター ２ １年以上

ドキュメンタリー論　（テレビ） 野中　章弘 冬クォーター ２ １年以上

ジャーナリズムの現在
（石橋湛山記念早稲田ジャーナリズム大賞記念講座） 瀬川　至朗 春クォーター １ １年以上

スポーツジャーナリズム論　１・２
（大久保建男スポーツジャーナリズム講座） 藤原　庸介　他 春・夏クォーター 各１ １年以上

実践スポーツジャーナリズム演習　１・２
（大久保建男スポーツジャーナリズム講座） 寺島　哲也　他 秋・冬クォーター 各１ １年以上

プロデュース概論 土田　環　他 秋クォーター １ １年以上

映画のすべて
マスターズ･オブ・シネマ　１・２ 土田　環　他 春・夏クォーター 各１ １年以上

関連WINコース

関連WINコース

◦ �履修推奨科目（理工設置科目）が紹介されています。これらの科目を履修している場合、プレエントリーの書類選考時および
マッチング面接において選考上考慮されます。

ビジネスコース2

参加を希望するコースに関係する科目が学部にある場合は、履修することをお勧めします。
事前の学習が就業の際の理解の一助となり、充実した就業実習にすることができるでしょう。

全コース共通3

◦履修推奨科目

科目名称 教員名 学  期 単位数 配当年次

大川ドリーム基金寄附講座
グローバル・ベンチャー企業の創出と
経営―起業家の価値創造戦略

東出　浩教　他 春学期 ２ ３年以上ビ　ジ
ネ　ス

関連WINコース

2018年度より、グローバルエデュケーションセンター（Global�Education�Center）の実践型教育プログラム
（経験・体験を中心とした体系的なプログラム）として、キャリアデザインコースが新設されています。

キャリアデザインコースは、公認プログラムWINをはじめとするインターンシップ体験と、キャリア形成・キャ
リアデザイン・自身の体験の振り返り・リーダーシップ等の科目を併せて学習することにより、「理論と実践の
好循環を志向したキャリア形成」を目指します。
学部等での専門的な学習、キャリア形成に関連する科目の学習、インターンシップによる社会での体験を結びつ
けることにより、つぎのような効果が期待できます。
・�専門的な知識の社会での活かし方がイメージできる。
・�理論と体験を踏まえ、進路選択やキャリア形成について、広く、長期的に、多面的に、客観的に考える視点を得
ることができる。
・�社会で自身がどのように働くのか、あるいは専門的な知識を社会でどのように活かすのかを念頭において、こ
れまで以上に自律的、かつ積極的に専門分野の学習に取り組む機会を得ることができる。

キャリア形成関連科目の「選択必修科目」から４単位を修得し、所定のインターンシップに参加して「インターン
シップ講義・実習」２単位を修得することで「キャリアデザインコース」の修了を認定し、修了証を発行します。
※「選択必修科目」「インターンシップ実習」の修得の順序は問いません。
※修了には「修了申請」が必要です。修了申請の詳細は、GEC発行の『履修ガイド』およびGEC�Webページを確認してください。

「キャリアデザインコース」の修了要件はこちらのQRコードからご確認ください。

キャリアデザインコース
～理論と実践から自分のキャリアを考える～

（ご参考）
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エントリー条件  
◆１年度につき１コースのみ参加できます。複数のコースに同時参加することはできません。
◆  2022年度に「インターンシップ講義（１単位）」を修得済みの方は、今年度インターンシップ講義を履修不要

で、プレエントリー可能です。
◆  10日間の就業体験のある提携プログラムによってインターンシップ実習（提携）を修得希望の場合は、プレエ

ントリーは不要です。春学期にインターンシップ講義（GEC科目）を履修登録および履修し、７月７日（金）ま
でにキャリアセンターに「インターンシップ実習（提携）」の履修希望申請をしてください。就業先への申込
は、別途キャリアセンターHP・データ科学センターHPの募集情報に基づき各自で行ってください。

◆ 次の学生はエントリーできません。
・就職が決まっている学生
　WINは就職活動を始める前の学生に対し、職業への意識を高めることを目的としています。
・単位付与予定の学期に在籍しない学生
　秋学期に、卒業、留学または休学の予定者は参加できません。
・海外留学中の学生、国内留学中の学生、他大学からの国内留学生（同志社大学を含む）
・人間科学部eスクールの方は、単位修得はできませんが参加は可能です。
　�ただし、指定セミナー等への参加は必須です。事前事後の授業等を受講することが受入機関との約束になっているからです。

キャリアセンターHPの募集要項を参照。
キャリアセンターHP ＞ 就業体験プログラム ＞ 公認プログラムWIN

登録する際は、必須回答項目にすべて回答しているか、記述内容に間違いがないかを必ず確認してく
ださい。ここで記入された志望理由等をもとに書類選考を行います。
希望就業機関の第２・第３希望がない場合は空欄でも構いませんが、その場合、第１希望のみによっ
て選考するため、より厳しい選考となります。
◎�選考を通過した場合でも、プレエントリー時に入力した第１希望の就業機関に推薦できないことが
あります。

コースごとにプレエントリーを行います。

❸ プレエントリー結果通知

公認プログラムWINへのエントリー04
各コースへのエントリー手続きの流れ1

エントリーにあたっての注意事項2

❷ 

プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー

❶ 

Ｇ
Ｅ
Ｃ
科
目
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
講
義
を
履
修
登
録

各コース指定のプレエントリーフォームより申請

対象学年  
◆�受入機関によっては未成年の学生の受入を認めない場合、3年生以上の学生のみが対象となる場合もあります。
マスメディアコースは１年生は勉強が十分でない場合があるため、２年生以降の参加を勧めます。ビジネスコースは学年を問わず受
入を行う機関が多く、１年生からの参加も歓迎します。
あらかじめ学年の制限がある場合は募集情報公開時にお知らせします。

心 構 え  
◆就業機関の業務や業種に関心があること
関心がないのに自分の力を試すためや、なんとなくの自分探しのための参加は、受入機関へ迷惑をかけることとなります。また、単
位修得のみを目的とした参加もご遠慮ください。

◆インターンシップとフィールドワークは目的が異なります。
インターンシップの目的は、就業体験を通して自分の進路についての問題意識・目的意識を醸成することです。研究のためのフィー
ルドワークとしての参加はご遠慮ください。

◆費用は原則自己負担です。
就業先（沖縄県や北海道など）によっては、交通費・宿泊費が高額になる場合があります。前年度までの報告書の「実習に際しての費
用」欄等を参考に、予め費用を準備しておきましょう。

プレエントリーを通過した方に対し、担当教員と
キャリアセンターのスタッフによるマッチング面
接を行います。志望理由の聞き取りや希望就業機
関の調整等を行い、推薦の可否、最終的な推薦先
を決定します。希望者数が受入予定人数を大幅に
上回っている機関については、この面接によって
更に選考を行います。
面接当日、大学宛の「誓約書」を提出していただき
ます。

推薦先が決まり次第、受入機関へ提出する
応募書類を作成・提出していただきます。
受入機関ごとに取りまとめて、キャリアセン
ターから一括して送付します。この書類に
基づき受入機関による選考が行われ、最終
的な受入の可否が決定します。機関によっ
ては更に面接が行われる場合もあります。

大学宛「誓約書」の提出

❹ 

マ
ッ
チ
ン
グ
面
接

❻ 

推
薦
先
へ
の
応
募
書
類
提
出

❺ マッチング面接結果通知
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2023年度公認プログラムWINスケジュール

日�程

ビ　ジ
ネ　ス

国　際
協　力

マス
メディア

各コースのスケジュール05

6月 7月 8月

プレエントリー
期間
（MyWaseda使用）

６/６火～
６/12月

9月 10月

プレエントリー
結果通知
（MyWaseda）

６/15木

公
認
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｗ
Ｉ
Ｎ
受
入
先
一
覧
の
公
開

５
月
19
日

Ｇ
Ｅ
Ｃ
科
目「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
講
義
」履
修
登
録（
各
自
）

公
認
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
案
内（
就
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
ガ
イ
ド
公
開
）

３
月
下
旬

提 携
（単位修得）

プレエントリー
期間
（MyWaseda使用）

６/６火～
６/12月

プレエントリー
期間
（MyWaseda使用）

６/６火～
６/12月

プレエントリー
結果通知
（MyWaseda）

６/15木

プレエントリー
結果通知
（MyWaseda）

６/15木

承認結果
通知

報告会
４限・５限

10/７土

報告会
４限・５限

10/７土

面
接
結
果
通
知（
メ
ー
ル
に
て
）

６
月
22
日
木

インターンシップ講義（オンライン） インターンシップ実習（対面）

3月 4月

マ
ッ
チ
ン
グ
面
接

１
限
・
２
限
・
３
限

６
月
17
日
土

5月

報告会
４限・５限

10/７土

授業構成のポイント

◎�GEC科目「キャリアデザイン学」担当の松居辰則先生による「キャリア形成とインターンシップ」、「人間的
力量とは」。就活という点ではなく、キャリア・将来を見据えたインターンシップの考え方や必要となる力
について学び深めます。

◎�WAVOC名物授業「体験の言語化」を担当されている兵藤智佳先生による凝縮版「体験の言語化」。インター
ンシップに行く前に自己を振り返り、考え、言語化します。

◎�各コース担当教員の専門的見地から各業界を考える「カレントトピックスⅠ」。国際協力・マスメディア・
ビジネスの３コースから興味に合わせて選択。業界の知識を専門家から学びます。
◎�「カレントトピックスⅠ」での課題をチームで考え深め発表する「カレントトピックスⅡ」。各コース別担当
教員が出すテーマをチームで考え、発表し、担当教員よりフィードバックを受けることで、インターンシッ
プ実習の場でも生きる思考力・プレゼン力を鍛えます。

『インターンシップ講義』は、インターンシップに行くための準備となるだけでなく、就活そしてその後の自分の
人生設計「キャリアデザイン」のヒントが得られるプログラムとなっています。公認プログラムＷＩＮとしてイ
ンターンシップ実習との同時履修を推奨しますが、インターンシップ講義のみ履修も可能です。
またインターンシップ講義に付随して実施するキャリアセンター主催「社会人の基本セミナー」として、セミ
ナーを開講します。インターンシップ講義と同時に受講することで準備は万全です！

７月12日 水 ◦社会人の基本セミナー
時間：17：00～18：40�
内容：�インターンシップ・就活・そして就職後、様々な場面で必要となる社会人マナー・コンプ

ライアンス・ビジネス文書・ビジネスプレゼンの基本を学びます。一度学べば一生味方と
なるスキルを修得しましょう！

報告会
４限・５限

10/７土

◆提携（単位修得）について
第３章インターンシップで単位を修得するには“「実働10日間以上15日未満」
の提携プログラム”を熟読し必要な履修登録・申請をしてください。

就　
業　
実　
習

８
月
～
９
月

報
告
書
提
出
期
限（
実
習
終
了
後
１
週
間
以
内
）

８
月
～
９
月

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

４
限
・
５
限

10
月
14
日
土

実
習
計
画
発
表
会　

４
・
５
限

７
月
15
日
土

計
画
書
提
出
期
限

７
月
21
日
金

カ
レ
ン
ト
ト
ピ
ッ
ク
ス
Ⅱ

４
・
５
限

７
月
８
日
土

体
験
の
言
語
化

４
・
５
限

６
月
17
日
土

カ
レ
ン
ト
ト
ピ
ッ
ク
ス
Ⅰ（
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス
以
外
）　
４
・
５
限

※
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス
の
み
別
日
に
実
施
予
定
。日
程
は
別
途
案
内
。

６
月
24
日
土

キ
ャ
リ
ア
形
成
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
／
人
間
的
力
量
に
つ
い
て
考
え
る

４
限　

６
月
10
日
土

インターンシップ講義を履修登録、授業参加のうえ、７/７金までに
申請フォームから登録
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各書類のフォーマットは、キャリアセンターのホームページよりダウンロードしてください。
（キャリアセンターホームページ��➡��就業体験プログラムページ��➡��提出書類ダウンロード��➡��公認プログラムWIN用書類
提出ダウンロード）

大学宛の誓約書 �
【提 出 日】　各コースのマッチング面接時に持参。この時点で就業が確定していなくても先に提出します。
【提出方法】　直筆で署名、捺印（スタンプ印不可）のうえ提出する。

・誓約書内容を熟読したうえで捺印すること。
・本人控えとしてコピーを保管すること。

受入機関宛の誓約書 �
【提 出 日】　コースごとの指示に従う。

【提出方法】　直筆で署名、捺印（スタンプ印不可）のうえ提出する。
・誓約書内容を熟読したうえで捺印すること。
・本人控えとしてコピーを保管すること。

計画書 �
【提出期限】　2023年７月21日（金）
【提出方法】　指定フォルダに提出

・�就業開始前に「実習テーマ・目標」等を各自で明確に設定することが、充実した実習の実現につながります。じっくりと考え
てみましょう。
・�７月中に就業が開始する場合には、必ず開始前に提出してください。
　期限までに就業が確定しない場合は、確定次第提出してください。

報告書 �
【提出期限】　実習終了後１週間以内

【提出方法】　指定フォルダに提出
・提出前に就業先での内容確認を受けた上で提出してください。
・就業中に日誌、Field�Notesをつけておくと、報告書の作成に役立ちます。
・�報告書はMyWasedaにて公開します（個人情報保護のため、学籍番号・氏名は掲載しません）。報告書内容の修正等を
キャリアセンターにて行うことがありますのでご了承ください。

出勤簿・実習日誌（国際協力コースのみ） �
【提出方法】　就業実習報告会時に持参

Field�Notes（マスメディアコースは必須。ビジネスコースは任意。） �
【提出期限】　実習終了後１週間以内

【提出方法】　指定フォルダに提出
・就業中の出来事やその日に感じたことなどを記録しておきましょう。
・�マスメディアコースは提出が必須なため、成績評価の対象となります。ビジネスコースの提出は任意ですが、担当教員
の判断で評価の参考としますので、ぜひ提出してください。

❶

❷

❸

❹

❺

❻

公認プログラムWINへの参加にあたって06
提出書類と期限1

公認プログラムWINでインターンシップに参加する場合、保険に加入しなければなりません。正課活動として扱うため、以下
の保険が適用となります。登録手続きはキャリアセンターが行います。

「早稲田大学学生補償制度（傷害補償）」
「早稲田大学学生補償制度（賠償責任補償）」

◦入学時に全学部の正規生が補償対象者となっています。
◦就業機関および就業期間が決定次第、キャリアセンターが登録手続きを行います。
◦海外でのインターンシップ実習に対しても適用されます。
◦�就業機関によっては、この他に個別に保険に入ることをインターンシップ生の受入条件としている場合があります。
この場合は、キャリアセンターの指示に従って各自で加入していただきます。

◦�遠隔地で就業する参加者は、上記の補償制度以外に個別に保険に加入していただきます。上記の補償制度では、通勤途上
や就業時間外の活動中の事故などが補償されないためです。なお、この場合の「遠隔地」とは、自宅や現在の居住先からの
通勤ではなく、就業機関近隣の宿泊施設または知人宅等を利用しての宿泊が必要な場合の就業地を指します。

各補償制度について詳しくは
学生生活課のホームページを参照。 学生生活課 http://www.waseda.jp/student/hoken/
�海外で実習を行う方は、上記保険の他に大学指定の海外旅行保険に加入してください。詳しくは実習先決定後キャリアセ
ンターから連絡いたします。

保　険2

キャリアセンターからの連絡には迅速に対応してください。連絡がつかないことで受入調整に支障をきたすなど、場合によっては
推薦を取り下げることもありますので、十分に注意してください。
① ホームページ：イベントの詳細や会場についてなど、最新の情報はキャリアセンターホームページを参照ください。
② メール　　　：プレエントリー時に登録したWasedaメールアドレス宛に送信します。

メールチェックを怠りなく！
普段Wasedaメールを見ない方は、頻繁に使用している携帯電話等のアドレスへの転送を設定してください。連
絡事項を読まなかったために、受入機関との調整が遅れてしまう場合がありますので注意してください。

容量の大きいメールでも受け取れるアドレスを登録！
提出書類の様式データを添付することがあります。不要なメールは頻繁に削除してください。転送設定をしてい
る場合には、転送元のメール削除を忘れないようにしてください。

③ 電話（携帯電話）：緊急時、あるいはメールへの返信がない場合に電話連絡します。

留守番電話を設定！
電話に出られないとき、メッセージを残せるように留守番電話の設定をしてくだ
さい。連絡がつかないことによって受入機関との連絡に支障をきたす場合があり
ますので注意してください。

事務連絡3
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就業機関の決定 �
• 第一希望の就業機関に推薦できない場合があります。
各機関ごとに受入人数の制限があるため、第二希望以下への推薦となるか、場合によってはどの機関へも推薦できない場合もあります。

• 受入機関によっては書類選考と併せて面接が行われることがあります。
最終的な受入の可否は受入機関が判断します。就業にふさわしくないと判断された場合等、受入人数を下回っていても就業できない
場合があります。

就業期間の決定 �
受入機関は業務で忙しい中インターンシップ生を受け入れてくださいます。よって就業期間は受入機関の都合が優先されます。

• 就業期間の決定まで予定を空けて待つ余裕がない方はプレエントリーをしないでください。
• 就業期間が決定するまで夏季休暇中には他の予定を入れないでください。
• 予定の重複が理由と考えられる辞退は受入機関に多大な迷惑をかけるので認められません。
７月中旬以降に就業が決定する場合もあります。具体的な就業期間については、受入機関の指示に従うこととなりますので、夏季集中授業
やゼミ合宿等との重複がないよう十分注意してください。

辞退の厳禁 �
希望就業機関に書類を提出した後や就業が決定した後の取下げ・辞退はできません。他のインターンシップへの参加を理由にして辞退す
ることもできません。

必要なスキル �
特別なスキルは必要ありません。ただし、語学力（特に英語）は国際協力コースを中心に必要です。また、パソコンスキルを身につけておく
ことで幅広い業務を経験できる可能性が高まります。特にExcelに関しては事前学習が効果的です。

事前課題 �
就業実習開始前に、就業機関に関する専門知識・技能の習得のため、就業機関から事前課題が課される場合があります。
課題が出されなくとも、就業前には就業機関についてよく研究しておくことが大切です。特に地方の企業や地方自治体で就業する場合に
は、その地域の概要・歴史などについてもよく調べておきましょう。

推薦の取消し �
就業機関が決定しても、実習前の授業･セミナー等への欠席が続く場合、指定書類の提出がない場合、連絡がとれない等で受入調整に支障
がある場合などは、就業機関への推薦を取消す場合があります。その場合、成績評価は「不可」となります。

❶

❷

❸

❹

❺

❻

就業中の注意 �
◦ �就業機関の責任者の指揮・監督に従って就業を進め、業務に関する守秘義務の遵守、保険への加入等、就業機関および大学側の指示
に従ってください。

◦事故発生時などの緊急用件は、速やかにキャリアセンターに連絡してください。

❶

注意事項～就業開始前～4

注意事項～就業中～5

就業時間について �
就業機関の指示に従ってください。
就業機関によっては、業務の性質上勤務時間が早朝からになるなど不規則な場合があります。

海外での就業について �
【リスク管理】�外務省の渡航情報において、実習予定国・地域に対して、次の指示が出た場合は大学として学生を渡航させることはできま

せん。安全に実習を行うためにもご理解ください。
『不要不急の渡航は止めてください。』『渡航は止めてください。（渡航中止勧告）』
『退避してください。渡航は止めてください。（退避勧告）』

外務省海外安全情報 http://www.anzen.mofa.go.jp/

【提 出 書 類】海外で就業される方は、就業前に「海外実習確認書」および「海外実習承諾書」を提出してください。

❷

❸

科目概要 �
【科 目 名】　�グローバルエデュケーションセンター「インターンシップ講義」「インターンシップ実習（WIN／提携）」
【設定時限】　土曜４限または４・５限（マスメディアコースでは一部別日程のコマもあります）
【単 位 数】　インターンシップ講義１単位　インターンシップ実習（WIN／提携）２単位
【配当年次】　学部１年生以上・修士１年以上
【備　　考】　��インターンシップ講義は、春学期に各自で科目登録をしてください。� �

インターンシップ実習（WIN／提携）は、秋学期科目登録時に自動登録されます。� �
〈注意〉�インターンシップ講義は一度履修することにより、次年度以降インターンシップ実習（WIN／提携）のみのエント

リーが可能となります。

成績評価方法 �
「インターンシップ講義」は、キャリア形成とインターンシップ、人間的力量とは、体験の言語化、カレントトピックスⅠの各種講義における
レポート課題への取り組み状況および授業への貢献、カレント・トピックスⅡにおける発表内容・発表態度により評価します。
「インターンシップ実習（WIN／提携）」は、各種講義・セミナーのレポート、報告書、その他コース別の提出書類および報告会での発表内
容・態度、実習先からの評価表により評価します。

注意事項 �
◦�インターンシップ講義の履修状況によっては、インターンシップ実習に行くことができない場合があります。
◦�所属学部や履修状況により、卒業単位に算入されない場合があります。単位の取り扱いについては、各自で所属学部に確認して
ください。なお、所属学部において別途卒業単位への算入申請手続きが必要な場合があります。また、履修上限単位についても
注意してください。

◦�科目登録はマッチング面接（場合によっては受入機関での面接）を経て、就業する機関が正式に決定した段階で自動的に行われ
ます。

◦�受入機関による選考によって受入自体が不可となった場合には、「インターンシップ実習」の科目登録は行われません。
◦�自己都合の理由により実働日数が10日間未満となった場合、インターンシップ実習（WIN／提携）の成績評価は「不可」となり
ます。

◦受入機関の都合により実働日数が10日間未満になった場合、別途課題を課し単位認定とみなす場合があります。

❶

❷

❸

成 績 評 価

公認プログラムWINへの参加にあたって06
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キャリアセンターが優良なプログラムを提供する受入機関と学生を仲介し、手続きを行うプログラムです。実習前後
の指定セミナーの受講により、事前準備と振り返りができるため、高い就業成果が期待できます。キャリアセンターが
仲介するため安心して就業でき、就業日数によっては単位修得も可能です。

提携プログラム01

対　　象 就業機関により応募条件が異なる。大学院生が就業可能な機関もあり。

募集告知 募集を開始次第、キャリアセンターホームページ、トップ画面で告知※１

応募方法 キャリアセンターに応募書類を提出※２

選　　考 プログラムにより異なる。①学内選考後受入機関による選考　②受入機関による選考のみ
また、プログラムに関連した科目の履修歴および活動等を考慮して選考を行うこともある。

指定セミナー
次の各セミナーへの参加またはWasedaMoodleでの視聴が必須
　◆社会人の基本セミナー
　◆フォローアップセミナー

提出課題 就業終了後１週間以内に報告書をMyWasedaの申請フォームより提出

単　　位 ※詳細は次ページ「単位修得」を参照のこと

※１　各プログラムとも年度により募集要項や実施期間が異なります。状況によっては受入がなくなることもあります。
キャリアセンターホームページで最新の情報を確認してください。

※２　受入機関への書類提出後の応募の取り下げおよび受入決定後の辞退はできません。

提携プログラム概要1

受入決定後の手続きはプログラムによって異なります。詳細は受入決定後にメール等で個別にお知らせします。
以下は各プログラムすべてに共通した手続きです。
必要な書類はキャリアセンターホームページ＞就業体験プログラム＞提出書類ダウンロードよりダウンロードしてください。

大学宛の誓約書 �
プログラム参加の自己責任を明確にし、提携プログラムに参加するうえで必要な事項の確認をしていただきます。
直筆で署名、捺印（スタンプ印不可）のうえ提出してください。書類フォーマットはキャリアセンターホームページよりダ
ウンロードできます。（※MyWaseda申請フォームによる提出に代替する場合があります。）

❶

指定セミナー �
次の各セミナーへの参加またはWaseda�Moodleでの視聴が必須です。
大学を通して参加する「提携プログラム」では、この事前事後学習を受けることが受入機関への派遣要件となっています。

　　就業開始前：社会人の基本セミナー
　　就業終了後：フォローアップセミナー

◦ Waseda Moodleでの視聴方法
　MyWaseda��➡��「Waseda�Moodle」��➡��「キャリアセンター提供セミナー」��➡��「就業体験準備セミナー」

❷

提出書類と指定セミナー2

提携プログラム2 提出課題 �
実習終了後に報告書を提出してください。

【提出期限】��実習終了後１週間以内
◎�提出された報告書は、学籍番号・氏名を削除した上で次年度参加者の参考資料として�
Waseda�Moodle＞キャリアセンター提供セミナーにて公開いたします。提出前に、必ず受入機関に
内容の確認を行ってください。提出いただいたものは、原則記載内容のまま公開いたします。
　なお、実習中に知り得た情報のうち、公開してはいけない情報は載せないでください。

【各書類の提出方法】
❶  書類フォーマットをキャリアセンターホームページ「提出書類ダウンロード（提携プログラム用）」よりダウン
ロード

❷�提出書類のファイル名は「氏名（書類名・受入機関）」とする。例「早稲田太郎（報告書・文部科学省）」
❸��キャリアセンターから指定されたURLより申請フォームにて提出
❹�フォームを入力し、ファイルを送信

❸

受入が決定した方の保険加入は、キャリアセンターが登録手続きを行います。提携プログラムは、正課活動として扱うため、
「早稲田大学学生補償制度」が適用となります。

保険の加入3

◦  就業期間が実働10日間以上15日未満の場合
公認プログラムWINと同様に、春学期にグローバルエデュケーションセンター「インターンシップ講義」を履修登録した
上で、希望する就業先の募集情報に基づき応募をしてください。応募した就業先において「実働10日間以上」のプログラ
ムで受入が決定した方は、７月７日（金）までにキャリアセンターに「インターンシップ実習（提携）」を履修希望の旨を申
し出ることで、「インターンシップ実習（提携）」に登録されます。

単位修得を希望する場合は、次の方法があります。

単位修得4

注意事項については、P.4・5「就業体験プログラムの留意点」を参照してください。

注意事項5
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民間企業の中で、早稲田大学の学生を積極的に受入れてくださっている企業と協定を結び、「提携プログラム」として扱っています。実習内
容は受入企業によってさまざまですが、高い就業成果が期待できる優良なプログラムです。

 過去の実施概要
【応募資格】　受入企業により異なる
【受入企業】　2019年度�：中国工商銀行
【募集人数】　各企業とも若干名　　　　【募集時期】　５月下旬～６月中（受入企業により異なる）
【就業期間】　夏季休暇中（８・９月）の１週間～１ヶ月程度
【選　　考】　各受入企業で選考が行われ、受入の可否が決定。

中国工商銀行

独立行政法人日本貿易振興機構（以下JETROとする）との学術交流協定に基づき、毎年度JETROへの派遣生の募集を行います。

 過去の実施概要
【応募資格】　実施年度の４月１日現在正規の学生として在籍する、大学院生または３年生以上の学部生
【受入機関】　JETRO国内事務所（国内40事務所）原則１箇所１名
【募集人数】　若干名� 【就業期間】　９月～12月
【募集時期】　８月　　　【選　　考】　JETROでの選考が行われ、受入の可否が決定。

JETRO　http://www.jetro.go.jp/

ATPに加盟するテレビ番組制作会社において実際の制作現場を体験することで、この業界の知識と理解を広げる貴重な機会となるでしょう。

 過去の実施概要
【応募資格】　学部２・３年生、大学院修士１年生　　　【受入機関】　ATPに所属する各番組制作会社
【募集人数】　各社とも若干名　　　　　　　　　　　【就業期間】　夏季休暇中の２週間～１ヶ月程度（受入企業により異なる）
【選　　考】　�６月に開催される説明会に参加し、実施概要の説明を受けたうえで応募書類をキャリアセンターに提出。学内での選考後、

ATPでの選考が行われ、受入の可否が決定。

ATP（全日本テレビ番組製作社連盟）　http://www.atp.or.jp/

日本で初めて発達障がい児（自閉症・アスペルガー・LD・ADHD）の個別指導を開始したガッツソウルカンパニーでのインターンシップ
です。発達障がい児への学習指導を通して、発達障がい児の現状、保護者の要望を体系的に学ぶことができます。

 過去の実施概要
【応募資格】　学部生・大学院生（専攻分野は問わない）� 【受入機関】　㈱ガッツソウルカンパニー
【募集人数】　若干名
【就業期間】　夏季・春季休暇中の１週間～２週間程度� 【募集時期】　夏季：５月中旬～６月中旬／春季：１月下旬～２月上旬
【選　　考】　学内での書類選考・面接後、受入機関での選考が行われ、受入の可否が決定。

発達障がい児支援　http://www.soulc.com/

早稲田大学データ科学センターと企業との連携によるデータサイエンス分野における「産学連携型キャリア教育プ
ログラム」です。社会において求められている必須スキルであるデータ科学を学び、ビジネスの現場において実践す
ることで、専門知識とデータ科学の両方を兼ね備えた実践的な人材育成を目指します。
実施概要はデータ科学センターホームページにてご確認ください。�

データサイエンスコース

プログラム内容02

経済協力開発機構（OECD）とのインターンシップ協定に基づき、加盟国の中から選ばれた経済、統計、法律、社会科学等の専門家及び行政
官と共に働きます。

 過去の実施概要
【応募資格】　大学院生（修士、博士）　※正規学生に限る
【受入機関】　経済協力開発機構（OECD）パリ本部　　　　　【募集人数】　最大15名
【就業期間】　�８月以降の１ヶ月～６ヶ月間（就業決定時に個別で調整）
【選　　考】　学内での書類選考・面接後、受入機関での選考が行われ、受入の可否が決定。
【奨 学 金】　国際機関インターンシップ奨学金支給対象（選考有・１名あたり50万円）

OECD-WASEDA University-Sponsored Internship Program

東アジア・アセアン経済研究センター（ERIA）とのインターンシップ協定に基づくプログラムです。東アジアの経済統合に資する政策研究
および政策提言活動に関連する業務を体験することができます。

 過去の実施概要
【応募資格】　大学院生（修士、博士）　※正規学生に限る
【受入機関】　東アジア・アセアン経済研究センター（ERIA）　ジャカルタ本部　　　　　【募集人数】　最大２名
【就業期間】　�９月～11月の約２ヶ月間　　　※23年度は２月～３月の約２ヶ月間の予定
【選　　考】　学内での書類選考・面接後、受入機関での選考が行われ、受入の可否が決定。
【奨 学 金】　国際機関インターンシップ奨学金支給対象（選考有・１名あたり50万円）

ERIA-WASEDA University-Sponsored Internship Program

国際機関・海外でのインターンシップ

米州開発銀行（IDB）、および米州投資公社（IDB�Invest）とのインターンシップ協定に基づくプログラムです。加盟各国から集まったイン
ターン生とともに、中南米・カリブ海地域の経済・社会発展を支える開発投資に関連する業務を体験することができます。

 過去の実施概要
【応募資格】　学部生・大学院生（修士、博士）※正規学生かつ日本国籍保持者に限る
【受入機関】　米州開発銀行（IDB）、米州投資公社（IDB�Invest）　ワシントンD.C.本部　　　　　【募集人数】　最大４名
【就業期間】　�２月～４月中の約２ヶ月間
【選　　考】　学内での書類選考・面接後、受入機関での選考が行われ、受入の可否が決定。
【奨 学 金】　国際機関インターンシップ奨学金支給対象（選考有・１名あたり50万円）

IDB-WASEDA University-Sponsored Internship Program

国際連合教育科学文化機関（UNESCO）バンコク事務所とのインターンシップ協定に基づくプログラムです。タイおよび近隣国の教育、科
学、文化の発展と推進のための政策展開、人材育成に関連する業務を体験することができます。

 過去の実施概要　
【応募資格】　大学院生（修士、博士）※正規学生に限る
【受入機関】　国際連合教育科学文化機関（UNESCO）　バンコク事務所　　　　　【募集人数】　最大２名
【就業期間】　４月以降の４ヶ月～６ヶ月間（就業決定時に個別で調整）
【選　　考】　学内での書類選考・面接後、受入機関での選考が行われ、受入の可否が決定。
【奨 学 金】　国際機関インターンシップ奨学金支給対象（選考有・１名あたり50万円）

UNESCO Bangkok-WASEDA University-Sponsored Internship Program

海外に拠点を置く国際機関での就業体験が出来るインターンシッププログラムです。募集時期や人数、就業期間
等の詳細については、キャリアセンターホームページ等で随時公開いたします。

各プログラムの最新の情報はキャリアセンターホームページで確認してください。

P.6-7の「行政機関での就業体験に参加するには」をご参照ください。

提携プログラム（行政）
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【プログラム内容】　�公認プログラムWINと同様に、春学期にグローバルエデュケーションセンター「インターンシップ講
義」を履修登録した上で※、希望する就業先の募集情報に基づき応募をしてください。応募した就業先
において「実働10日間以上」のプログラムで受入が決定した方は、７月７日（金）までにキャリアセン
ターに「インターンシップ実習（提携）」を履修希望の旨を申し出ることで、「インターンシップ実習（提
携）」に登録されます。

　　　　　　　　　※�2022年度にインターンシップ講義を単位修得済みの方は2023年度再度履修登録がない場合もお申
込み可能です。

【科目名・単位】　�インターンシップ講義（１単位）インターンシップ実習（提携）（２単位）

【担 当 教 員】　松居�辰則�教授、東出�浩教�教授

【申 請 方 法】　�単位修得を希望する場合は、７月７日（金）までに指定の申請フォームより申請してください。（※）

掲載場所：キャリアセンターHP＞就業体験プログラム＞単位修得
※７月15日（土）からのインターンシップ実習の講義に参加が必須です。

【注 意 事 項】　◦�インターンシップ講義の履修登録は必ず春学期の履修登録時に各自で行ってください。2022年度にイ
ンターンシップ講義を単位修得済みの方も、インターンシップ実習（提携）にお申込み可能です。
◦�対象となるプログラムは、夏季休業期間に就業がある機関のみです。
◦�単位が卒業単位に参入されるかどうか、どのような扱いになるかは、所属学部や履修状況によって異な
りますので、事前に学部事務所において必ず確認してください。

公認プログラムWIN以外での単位の修得について01
「実働10日間以上15日未満」の提携プログラム

3 就業体験プログラムで
単位を修得するには

所定の就業体験に参加することにより、グローバルエデュケーションセンター設置科目の「インターンシップ実
習（２単位）」を修得することができます。
「インターンシップ実習（２単位）」は、公認プログラムWINに参加する以外に、以下のプログラムに参加するこ
とにより単位を修得できます。

必ず春学期の科目登録期間に科目登録してください。

各種提出課題、事前授業・各セミナー・報告会等への出
席、就業機関からの評価を各コースの担当教員が総合的
に判断して成績評価を行います。

申請締め切りは７月７日。原則受入が確定している方。選
考中の方はご相談ください。
授業は７月15日スタート。

受入機関の募集開始後、キャリアセンターHPで広報を開
始します。応募書類をキャリアセンターを通じて提出し、
受入機関の選考を受け、参加の可否が確定します。

就業先確定前でもインターンシップ講義の受講が必須
です。

受入確定後、実習開始２週間前までに、申請フォームから
提出してください。

事前準備をしっかり行い、体調を万全にして実習に臨ん
でください。
終了後１週間以内に報告書を提出してください。

出席必須。土曜日４・５限。
WINや他機関の参加者と経験を共有します。

出席必須。就業体験の経験を今後にどう活かすかを考え
るセミナー。公認プログラムWINの参加者と体験を共有
し、振り返ります。

単位修得までの流れ
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 １．プレエントリーについて

Q1 指定の関連科目は絶対に履修していなければいけないのですか？

A：関連科目を受講している場合、WINの選考上優先されます。各コー
スに関連した事前の教育を受けていることによって、より高いインター
ンシップの成果が期待できます（P.12-13参照）。その他に各分野に関連
した科目を履修している場合は、選考の際に考慮されます。

Q2 秋学期から留学するのですがWINにエントリーはできますか？

A：秋学期に在籍しない場合は、単位の付与ができないため、エント
リーできません。

Q3 とりあえず参加したいのですが。

A：公認プログラムWINは学生を受け入れてくれる機関にとって多大
な負担となります。少なくとも受入機関やその業界に関心があることが
必要です。なんとなくの自分探しのための参加はやめましょう。

Q4 ４年生以上でも大丈夫ですか？

A：就職先が決定している方の参加はお断りしています。受入可能人
数は限られており、今後のキャリアプラン形成にこの経験を役立てるこ
とができる学生に参加してもらうためです。
原則として翌年９月以降に卒業見込みの方が対象ですが、４年生以上で
も進学や留学を決めている方、まだ就職活動をしていない学生は参加可
能です。ただし、進学する場合でも９月卒業予定の場合は秋学期に単位
付与ができないため、WINへの参加はできません。

Q5 大学院生ですが参加できますか？

A：大学院生も参加できます。ただし、各種授業は学部生向けに作られ
ており、就業先でのプログラムも必ずしも大学院生向けに作られていな
い場合もあることを理解の上参加してください。

Q6 現在留学中です。帰国は早くても今年６月の予定なのですが、
今夏のWINに参加することは可能でしょうか？

A：春学期「インターンシップ講義」の履修登録が必要となるため、
WINに応募することはできません。提携プログラム等を検討してくだ
さい。

Q7 プレエントリー時の志望理由はそのまま受入機関に提出され
るのですか？

A：プレエントリー時の志望理由は、学内での書類選考の判断材料にな
ります。受入機関に提出はしませんが、この志望理由とマッチング面接
によって大学からの推薦者を決定しますので、真剣に取り組んでくださ
い。受入機関に提出する書類は、推薦が決定した後に改めて作成してい
ただきます。

Q8
昨年度行政コースに参加し、今年度はマスメディアコースに
参加したいと考えてますが、有利になったり、不利になったり
するのでしょうか？

A：年度ごとに他のコースに応募しても有利・不利はありません。志望
度の高さと熱意によって選考します。

Q9
マスメディアコースに応募したいのですが、コースの中で２
つの会社に応募・就業することは可能ですか？　また、WIN
で１社、MyWasedaで探すインターンシップ情報に掲載さ
れているプログラムで１社就業することは可能でしょうか？

A：多くの学生に就業の機会が与えられるように、コースの中で就業で
きるのは１社のみです。
WINとインターンシップ情報のプログラムは日程が重複しなければ参
加可能ですが、一方の予定が決まらないために、もう一方の予定も決め
られないという事態を引き起こすので、１社にするべきでしょう。個人
で探すインターンシップについても同様です。特にWINの選考に通過
した場合は、最優先で予定を調整していただきます。WIN参加に支障
がでるような他機関への応募はしないでください。

Q10 WINへのプレエントリーを忘れてしまいました。もう就業できませんか？

A：自ら情報を探すという熱意、そして決められた期日をきちんと把握
し守ることは、今後の就職活動等においても大変重要ですので、今後は
十分注意してください。
受入機関のうち、希望者がいない機関が残っている場合は追加募集を行
うこともあります。ただし極めて少ないと考えておいてください。

 ２．選考について

Q1 書類選考の基準は何ですか？

A：熱意、志望理由の明確さ、関連科目の受講歴等、総合的に判断します。

Q2 プレエントリーで選考を通過しても就業できないことはあり
ますか？

A：あります。第二希望以下での就業となる場合もあります。
希望にこだわりがなければ就業の可能性は高くなります。第二希望以下
での就業を打診された場合、就業そのものへのモチベーションが低下す
る恐れがあれば、その時点で就業を辞退することを勧めます。推薦が決
定してからの辞退は絶対に避けてください。

Q3 受入機関ではどのような学生が好まれますか？

A：受入機関やプログラムによって求められる能力や人物像は様々で
すが、社会常識や柔軟性、熱意や積極性・主体性は大変重要といえます。

 ３．就業期間・日程について

Q1 WINの就業期間は受入機関の指示に従うということですが、
応募者本人の希望（都合）が通ることもありますか？

A：受入機関は、時間と手間をかけて準備・手配をしているため、受入
機関の指示に従うという姿勢が必要です。ただし稀に、調整をしてくだ
さる機関もありますが、過剰な期待は禁物です。

Q2 サークルの合宿と就業日程が重なりそうなのですが。

A：サークルの重要性はわかりますが、就業最優先ということがWIN
への参加の条件です。サークル組織の一員であると同時に、就業すれば
受入機関の組織の一員です。その状況で「サークルを選択する」という
ことでは、大学としては推薦できません。

Q3 個人で応募したインターンシップと就業期間が重複したの
で、WINを短縮したいのですが。

A：就業期間は受入機関の指示に従っていただきます。期間の変更や
日程の変更はできません。WINを最優先できない方はプレエントリー
しないでください。

 ４．就業について

Q1 どのような準備が必要でしょうか？

A：自分が専攻する学問分野に関連する機関に就業するとしても、事前
に就業機関の情報をホームページ等で調べておきましょう。就業体験に
よって現場を知り、その経験をその後の大学生活に役立てることが大切
です。

Q2 自分のやりたいことはできるのでしょうか？

A：学生の希望を聞きながらプログラムを作る場合と、あらかじめプロ
グラムが用意されている場合があります。自分の希望通りの仕事でなくて
も、組織の仕事の一部であると受け止め、柔軟に対応することが重要です。

Q3 具体的な就業内容を知りたいのですが。

A：Waseda�Moodleで公開している過去の「インターンシップ報告
書」を参考にしてください（P.8参照）

Q4 地方・海外で就業する場合でも、かかる費用は自己負担する
のですか？

A：現地までの交通費・宿泊費等も含めすべて自身の負担です。遠隔
地での就業に要した費用について、過去の「インターンシップ報告書」
に記載がありますので参考にしてください。

Q5 就業時間は、通常９：00～17：00でしょうか？　残業はありま
すか？

A：原則として残業はありませんが、就業機関によりますので、受入部
署担当者の指示に従ってください。特にマスメディア業界は時間が不規
則な場合があります。就業期間中は実習に専念する心構えが必要です。

Q6 どのような服装で行ったらいいですか？　やはりスーツでしょ
うか。

A：受入機関から特に指示がなければ、基本的にはスーツが望ましいと
思われます。初日はスーツを着て行き、その後は実習担当の方に確認す
るか、周りの方々に合わせた服装にするとよいでしょう。

 5．単位・成績について

Q1 科目登録の必要はありますか？

A：インターンシップ講義は、春学期にご自身で履修登録をする必要
があります。（プレエントリーの必須条件です。）インターンシップ実習
は、就業が決定した際に、秋学期科目として自動登録されます。

Q2 卒業単位に算入するにはどういう手続きが必要ですか？

A：単位が卒業単位に算入されるかどうか等、どのような扱いになるか
は所属学部や履修状況によって異なりますので、学部事務所で確認して
ください。

Q3 受入機関の都合で就業期間が10日間未満になりますが、単位
認定はどうなりますか？

A：受入機関の都合で実働日数が10日間未満になった場合のみ、就業
が終了した後、課題を提出して10日間の就業とみなす措置を講じる場
合があります。

公認プログラムWIN�Ｑ＆Ａ01

Q&A4

Q1 今後、インターンシップがどのように変わっていくのか教え
てほしい。

A： P.1の「2024年からのインターンシップについて」をご参照くだ
さい。� �
ご参考として紹介している「産学協議会」HPにてFAQも公開され
ておりますのでぜひそちらもご一読ください。

その他�Ｑ＆Ａ02


